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　とも座新星の光度曲線は天界260の第66頁に大略の傾向』を圖示したが，最

近になって内外諸家の獲見事構も明らかになったので，蔽に特に此の星の初

期に於ける光度と，其の隠裏の模様を掲げ，かねて，稜見者の功績を明瞭に

した、猫立獲見者と目される15氏の一質表は毬頭にある．申原千秋氏が50ケ

月の努力による今回の成果は推賞に値ひするものであるが，中原氏以前にも

内外の数氏によって此の星が観察され，殊に瀧山酔が十一月8日の早曉に之

を見られたといふ三民は此の星I」上昇曲線を知る上に於いて非常に：重要な記

録である．上掲の光度曲線から判指し得ることは，

　1．極大光度が十一月13日に0等級に達したこと．　Maximum　was　about

　　　Om　on　Nov．　12一一13．

　2．光輝の上昇が可なり緩漫で，毎日　ta　N“　O．3’nの割り合ぴであり，之れに

　　　封して，下降の割り合ひは，初めの一週間に毎日ほy“0．5mで，寧ろ珍

　　　らしいi型に驕するtと．The　rate　of　increasin9　of　magnitude　was　rather

　　　slow，　being　about，　O．3M　daily　in　contrast　to　O．5m　of　daily　decrease　for

　　　the　first　week，　so　that　the　light－curue　belongs　to　a　rare　type．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本ta清lssei　Yamamoto．
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天界簗266撹（覧艶酔Vt　LF九年卜二月＝卸ma　H舅ミ棚郭健物認可毎月一呵〔一日）饗行昭和1’旧年入月浦二日即刷同石入革入月廿五日勲行

　　　　　田野　　　九　月　の　天　象
　　　　　　　　Himmelserscheinungen　im　September，　1943．

　太陽は今月の初め獅子座にあるが，中頃から乙女座に入る．8日は“白露”

の節，又，24日は“秋分”即ち“秋の高高4分”の日である．これ以後，太

陽は鉱毒球に去る．2日は“二百＋日”帥ち立春から数へて210日目に當る．

天候激攣の日として之を面面に記載し始めたのは，保井春海の貞享暦からで

あると俗間には傳へられてるるが，井本氏の研究によれば，既に明暦2年（學

紀1656年）の伊勢暦には載せられてあるから，～これの獲明者は春海でないこ

とは確かである．

　月は前月末に新月であったので，今月に入って，7日が上弦，14日が漏月，

21日が下弦，29日が新月である．叉，13日には近：地貼，25日目は遠地黒日を通

過する114日の面罵は所謂“仲秋の名月”で，昔から文人雅客の待望するも

のである．9日23時頃には射手36番星を掩蔽する．

　水星は前月末以來宥の星であるが，離角は漸次滅少しつNあり，叉，地亭

に封ずる黄道の傾きも小さいので，観望は殆んど不可能である．25日に内合
し，それからは曉の星となる．

　金星は年初以來永らく宥の明星として輝いてみたが，此の5日には内合と

なり，太陽の南8コの邊を通過して，曉の星に移る．この月の初旬中，甕間の槻

測によって細い位相の攣化を見るのも興味があらう．この星の大氣が多い結

果，南北の爾尖頭は180。を越えて，殆んど全白痴に見えるかも知れないから．

　火星は夜漏以後の東天に可なり高く，光輝も0等級に，覗直径も10”に達

するから，專門家はそろそろ表面観察を始める頃である．3日には天王星の
南1。の窯を通過する．（年鑑参照）．

　木星は日出前に低く東天から現れるが，未だ観測には少々早い．

　土星は夜着以後に望遽鏡で観測に適するが，一般人には親しみ難い位置で
ある．

　天王星は牛座エプ星の北2。の場所で，中旬の頃に停留し，それから逆行に

移る．年鑑の圖をたよりとして観察することが出馬る．光度6等，覗直径3．”5

　海王星は秋分貼の北1。あたりを順行中であるが，太陽と會合する時期なの

で観望は全く不可能である．

　冥王星も太陽の輝きに妨げられて，観望時期ではない．

　流星は，毎年の例によれば，著しい現象を見せない．

　黄道光は曉天に立派なものが見え始める．特に黄道帯の観測は目下最も重
要な時期である．太陽黒黒占との關連に於いて，其の形欺，位置，光輝等を嚴

密に観察されたし．
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